
小 だ よ り福

学校教育目標

『豊かな心をもち、すすんで学ぶ子の育成』

【めざす子ども像】

　　○ほのぼの：認め合い、助け合う子

　　○いきいき：自ら学び、正しく判断する子

　　○すくすく：強いこころとからだにきたえる子

　朝夕の風に少しずつ秋の気配が感じられるようになりました。子どもたちは、暑さ

の残る中でも元気に学校生活を送り、それぞれの学年で学びを深めています。

　9月5日（土）には、「福町夏あかり夕涼み」が開催されました。地域・保護者の

皆様が、子どもたちのために心を込めて準備をしてくださったおかげで、たくさんの

子どもたちが楽しいひとときを過ごすことができました。地域の方々とのふれあいを

通して、子どもたちは学校だけでは得られない温かなつながりを感じることができた

と思います。開催にご尽力いただきました地域の皆様、保護者の皆様に、心より感謝

申しあげます。

　9月15日（火）～16日（水）に、5年生は林間学習でハチ高原に行ってきまし

た。出発前から天候が心配されましたが、予定していた登山以外はすべての活動を実

施することができました。大自然の中でのさまざまな活動や体験を通して、普段の大

阪での生活では味わうことのできない貴重な時間を過ごすことができました。また、

林間学習では、友だちと声を掛け合い、励まし合いながら活動する姿がたくさん見ら

れました。天候のせいで活動時間を変更しても、時間を大切にみんなで相談し、協力

して乗り越えようとする経験は、子どもたちにとって大きな学びとなりました。豊か

な自然の中で、ともに生活し、ともに活動した二日間は、５年生の絆をさらに深める

機会となりました。

　さて、10月からは、学校生活は後期に入るとともに、「実りの秋」の季節になり

ます。学習やスポーツだけでなく、『読書』にもじっくり取り組むことのできる季節

です。本の世界には、自分が経験したことのない出来事や、まだ知らない世界が広が

っています。登場人物の気持ちを想像したり、新しい知識に出会ったりすることで、

子どもたちの心は豊かに育っていきます。また、本には普段の会話ではあまり使わな

い言葉や表現の仕方がいろいろ出てきます。その言葉に出会うたびに子どもたちの

「言葉の引き出し」が増えていきます。すると、自分の思いや考えをより豊かに伝え

られるようになり、また、友だちの話や意見をより理解する力も深まります。

　学校でも、子どもたちが本に親しむ機会を大切にしながら、読書活動を進めてまい

ります。ぜひご家庭でも、テレビやゲームから少し離れて、親子で「本を読む時間」

をつくってみてください。一冊の本との出会いが、子どもたちの心に残る大切な「実

り」となることを願っています。

（校長 立野岡　克）
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就学時健康診断のため下校時刻変更

　　10月28日に就学時健康診断を行いますの

で、4時間授業を行い、13時20分完全下校と

なります。

後期開始後、短縮授業について

　10月5日から後期が始まります。10月5日～

9日までの一週間は教員の会議や研修、後期に

向けての授業準備のため、4時間授業を行い、

給食・清掃後、13時45分ごろの下校となりま

す。つきましては、お子様の放課後の過ごし方

について、ご配慮をお願いします。
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